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のあるらしいことを臆測させた｡ そこで,脂質殊に不可欠脂酸の欠乏の有無が,副腎皮質の G lucocorticoids
分泌能に対して, どのような影響を及ぼすかを検討した｡
実験方法 : ウイスター系雄性ラッテを 2群に分け, 一群は無脂質飼料で, 他の一群は30% ゴマ油含有飼
料でそれぞれ 2 - 3 か月間飼育して, 尿中および血中 G lucocorticoids 量の測定をした｡ そして, 次の結
果をえた｡
実験結果 :30% ゴマ油含有飼料で飼育したラッテでは, 無脂質飼料で飼育したラッテに比べて, 安静暗
においても尿中および血中 Corticoids 量は高値を示し, かつ副腎の G lucocorticoids 分泌能は完全な正常
状態を示すが, 後者においては, 分泌能は著しく低下しているb すなわち､ 副腎皮質機能の低下している
こ(;fb詣 芸 , 骨折, 寒冷刺激, ホルマリン投与, 外科的侵襲および磯餓等｡ 各種ス トレス負荷時
において, 前者では, その個体の要求する G lucocorticoids 需要量に充分応じ得るのに反して, 後者では,
その需要量を充足し得ない｡ すなわち, 副腎皮質機能予備力は, 前者がはるかに後者にまきっていること
が認められる｡
(3) このように脂質投与の有無が, 副腎皮質機能に及ぼす作用の本態は, 脂質中に含有される不可欠脂
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酸の有無によるものである｡
(4) 生体内で, 終極的に不可欠脂酸としての特有の作用を発揮するものは, 不可欠脂酸｢Pのアラキドン
酸であって, しかもそれは, 生体内でビタミンB 6 の作用下にリノール酸から合成されうることが∴間接
的ながら立証された｡
したがって, 日常食物として摂取される油脂中には, アラキ ドン酸はほとんど含有されていないのが通
常であるから, リノール酸を充分に含有 した脂質をビタミンB 6 とともに, 充分に摂取することが副腎皮
質機能を健常に保持 してゆくために必要である｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
脂質ことに不可欠脂酸欠乏の有無が, 副腎皮質の Glucocorticoids 分泌能に対 して, いかなる影響をお
よぼすかを検討したのが本研究である｡
ウィスク- 系雄性白鼠を 2群に分け, 一群は無脂質飼料で, 他の一群は30% ゴマ油含有飼料でそれぞれ
2 - 3 か月間飼育して, 尿中および血中の G lucocorticoids 量を測定したが, その結果として
1) 高脂質群は, 無脂質群に比べて安静時においても尿中および血中の Corticoids 量は高く, かつ副
腎の G lucocorticoids 分泌能は完全な正常状態を示すが, 後者においてば分泌能は著しく低く, 副腎皮質
機能は低下している｡
2) A CT H の投与, 骨折, 寒冷刺激, フォルマリン投与, 外科的侵襲および飢餓など種々の Stress を
負荷すると, 高脂質群では, その個体の要求する G lucocorticoids 需要量に充分に応じえられるのに反し
て, 無脂質群では, その需要量を充足 しえない｡ すなわち副腎皮質機能予備力は前者がはるかに後者にま
さっている｡
3) しかもかかる副腎皮質機能に影響をおよぽすものは, 脂質中の不可欠脂酸であって, 生体内で終極
的に不可欠脂酸としての特性を発揮するものは, 不可欠脂酸中のアラキ ドン酸であり, さらにこのものは,
生体内でビタミンB 6 の作用下にリノール酸から合成されうることが, 間接的ながら立証された｡
このように本研究は学術的に非常に有益なものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定
する｡
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